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2 趣旨

我々研究に携わる者の大部分はヲ純粋な研究のみならず，同時に教育も受け持っている.しかし

これまでう初等中等教育はもちろんう高等教育に関してもう科学の対象として栓置付けることは殆ど

行われなかった.ヨ本ではこの点に関して.遅れをとっていると言われている.これに対して飼え

ば米国は?およそ 40年前う Feynmanも協力して?研究者の活動の 1っとしてう物理教育に取り組みう

地域の小中高授の教員とともに新究会を持ちう科学教育を学問分野の 1っとして深める活動を開始

した.大学教員と教師との連携がここでできたのである.現場の教師の取り組みから集約されるノ

ウハウを科学にする活動が始まっているのである.イギリスでは.日昔身の回りに見られる現象や

ハイテクの道具などを通じてラ身近な題材を取り上げて科学教育を実践するアドパンシング物理の

教科書作りが‘成果を挙げている.

我国にもこうした物理教育の萌究の萌芽はある.実際ぅ自本では熱心な教師と大学教員が地道な

活動によって優れた理科教育のノウハウと教材を蓄積されてきておりうそれは世界に誇れるものだ

と言える.ただう全国の大学を見てもう科学教育研究を青てる専門講産は数えるほどしかない.一

方う 2009年度から教員免許状更新講習会が全国の大学で始まりう大学と小中高の教員との接触の場

ができる.この機会にう大学と初等中等教育の現場との連携を深めう科学教育を科学の対象として捉

える取り組みを強めていくことがう国際的にも遅れをとっている担本の教育にとって重要であろう.

本研究会はラこのような構勢を踏まえて?科学教育の問題を整理しう体系づくりの為の素材を持ち寄

りう議論と換討を加えることを呂的とする.取り上げるべき課題としては

1.海外{欧米とアジア)における科学教育の現状調査

2.学力世界 1といわれるフィンランドの教青の現状

3.似非科学・疑似科学靖報の問題

4.科学リテラシィのこれからの課題

5.映像を活用した授業・教材の蒋来

6. e-learningのこれからと課題

などがありうこれらについて問題提起と議論を重ねて深めたい.これをもってラ研究者のみならずう

教える現場ヲ教材作りの現場ラ教えられる組.IJの声をも反映させながらう今後の方向を謀る第一歩とし

たい.
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